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医療応用混相流
•深層学習による新しい超音波診断技術の開発

•血流シミュレーションによる循環器疾患の予測

•超音波ニューロモデュレーション

•脳内のリンパ液の流れ（グリンパティックシステム）

•海底資源揚鉱に向けたエアリフトポンプの開発

•船舶の抵抗低減技術開発

•マイクロバブルを用いたドラッグデリバリーシステム

気泡クラスター生成と
流動構造制御

マイクロチャネルを用いた
表面修飾マイクロバブルの生成

マイクロバブル内包ベシクルの
超音波制御

海底6000mからレアアースを揚泥

25μm

超音波とマイクロバブルを
用いたカプセルの破壊

スパコンによる血流の
大規模シミュレーション

全身血管網のモデリング
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気泡表面への表
面活性剤分子の
吸着

合体の阻害と気泡間相互
作用の変化

巨視的乱流構造の劇的な変化

 

Surfactant 
adsorption on the 
gas-liquid interface

Marangoni effect Bubble-bubble 
interaction

Bubble suspension Bubbly plume in 
aeration tank

LargeSmall SCALE LargeSmall SCALE

船舶の抵抗低減へ
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「IUTAM（国際理論応用力学連合)」：力学に関する世界最古

の国際的組織（1924年に設立，約50か国が加盟）．
・国際学術会議(ISC)の中の一つの学術組織．
・ISCは約140の各国および地域の学術団体により構成．
（日本は，日本学術会議）．

「理論応用力学講演会」: 
1952年に日本で設立

 IUTAMの開催する国際
会議の国内版．
力学が細分化する中で、各々の分野の先端的研究を集めて、
幅広い力学研究の動向を確かめ合うことが講演会の目的．

現状の問題点：力学研究者の減少．AI分野に比べると，やや地味に見える？
（基礎力固めに時間がかかり，論文が書けるようになるまでやや時間がかかる．）
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・ 日本学術会議内に理論応用力学分科会が存在するが，
資金的な面で活動に制限あり．

・研究者がもっと自由に活動し，大きな枠組みで新たな研
究分野へ入っていくのを支援する組織が必要．

理論応用力学講演会参加の学協会の賛同を得て，
2019年に理論応用力学コンソーシアムを設立．

・日本工学会の資金的援助を受けて，コンソーシアムには
現在 18の学協会が参加．
（自動車技術会，地盤工学会，土木学会，日本応用数理学会，日本機械学会，
日本計算工学会，日本計算数理工学会，日本建築学会，日本混相流学会，日本
数学会，日本船舶海洋工学会，日本伝熱学会，日本流体力学会，日本学術協力
財団，日本風工学会，日本地震工学会，日本物理学会，農業農村工学会）

・研究者コミュニティーの連携の場，高度な研究者の育成
の場を提供する．
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2013年に新設．招待講演ベースで各分野で活躍する研究者10名程

に講演を依頼する．若手研究者ネットワークの強化が目的の一つ．
日本学術会議主催，理論応用力学コンソーシアム共催．

・ 2018年(第3回)は，「力学と知能の融合：古典力学の新潮流」をテーマに
ロボット工学を中心に力学とAIが深く関連した講演．

・2019年(第4回)，20年(第5回)は，「力学と新学術の融合」
をテーマに，最新の研究分野における力学研究の講演．

・2023年（第8回）は，カーボンニュートラルをキーワードに，
エネルギー関連技術で企業の研究者も含めて講演．

・今年（第10回）は，3/14(金）開催．
日本で活躍する外国人研究者が中心になり企画．
IUTAMシンポジウムで採択されたテーマの紹介．
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・日本の力学研究は，災害予測や産業応用とともに発展．

・先端技術立国として目指すべき方向は？

・「モノづくり」を基礎とするならば力学が重要．

・AI，デジタルツインなど情報科学分野との融合は必須．

・産業応用のみならず，ヒト・モノの動きをともなう実現象
を再現するデジタルツイン構築には力学が重要．

・力学分野の横の連携および他分野との連携による人材
育成の重要性．

・産官学で連携をとりながら，人材育成ができる組織（理
論応用力学研究教育拠点ネットワーク）の重要性．
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